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あわらのふだんのくらしのしあわせを届ける広報誌

あ わ ら
社 　 協
だ よ り

表紙の写真
5/21（水）開催「いきいきひろば」
にてセラピューティック・ケアを
体験しました。

インスタグラムもあわせてご覧ください 〉〉〉

///////////////////////////////////////////////////////////////////////
次回　8/6(水)　10：00〜12：00　ふれあいカフェふれあいカフェ

「eスポーツ体験＆カフェでおしゃべりしよう」
ゲームが初めてでもサポート役がいますので安心してご参加
ください。当日は金津高校JRC部がカフェスタッフとして一
緒に楽しい時間を過ごします。（参加費100円必要）



 「成年後見制度」と聞くと気後れする方がいらっしゃるかもしれませんが、ご自身やご家族のいざと
いう時に備えて、あらかじめ知っておくことが大切です。今号では成年後見制度の概要を紹介します。

知っておきたい
「成年後見制度」のこと

　認知
症
、
知
的
・
精
神
障
害
な
ど

に
よ
っ
て
、
ご
自
身
で
物
事
を
判
断

す
る
能
力
が
不
十
分
な
方
の
た
め
に
、

そ
の
方
に
代
わ
っ
て
財
産
の
管
理
や

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
行
っ
た

り
す
る
制
度
で
す
。

　家庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
た
成

年
後
見
人
等
が
、
定
期
的
に
訪
問
し

て
生
活
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
そ

の
方
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

を
行
い
ま
す
。

　成年
後
見
制
度
に
は
、
将
来
判
断

能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
時
の
た
め

に
備
え
る
「
任
意
後
見
制
度
」
と
、

す
で
に
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ

て
い
る
場
合
に
利
用
す
る
「
法
定
後

見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　また
、
「
法
定
後
見
制
度
」
に
お

い
て
は
、
本
人
の
判
断
能
力
の
程
度

に
よ
っ
て
、
後
見
・
保
佐
・
補
助
の

３
つ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
後
見
人
・
保
佐
人
・
補
助
人
が
支

援
を
行
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は

成年後見制度でできること

将来に備えたい方は

すでに必要な方は

成
年
後
見
制
度

任意後見制度

法定後見制度

後見

補佐

補助

判断能力が欠けている方

判断能力が著しく不十分な方

判断能力が不十分な方

成年後見制度でできないこと

◎預金通帳や印鑑の管理
◎預貯金の管理
　・年金や給与の受け取り
　・公共料金や税金の支払い
　・医療費の支払い等
◎不動産の管理や処分
◎遺産分割
◎施設の入退所に関する手続き
◎介護サービスの契約　　など

×洗濯や掃除などの家事
×手術などの医療行為への同意
×身元引受人（保証人）
×婚姻や離婚を決めること
　　　　　　　　　　　　など

　成年
後
見
制
度
を
利
用
し
た
い
場

合
、
ま
ず
は
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
家
庭
裁
判

所
が
そ
の
方
の
状
況
に
応
じ
後
見
人

等
を
選
任
し
ま
す
。

　後見
人
等
に
は
、
親
族
や
、
弁
護

士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
・
行

政
書
士
等
の
専
門
職
が
選
ば
れ
る
場

合
が
多
い
で
す
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
法
人
が
後
見
人

に
選
ば
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　あわ
ら
市
に
お
い
て
も
、
本
会
が

法
人
後
見
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
春
に
は
後
見
人
の
新
た
な
担
い
手

と
し
て
「
市
民
後
見
人
」
が
２
名
誕

生
し
ま
し
た
。

　研修
を
修
了
し
た
一
般
市
民
が
本

人
に
代
わ
っ
て
契
約
や
財
産
管
理
を

行
う
一
方
で
、
本
会
は
市
民
後
見
人

に
よ
る
後
見
業
務
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
監
督
人
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　金融
機
関
で
勤
務
し
て
い
た
頃
、

外
回
り
で
高
齢
者
の
自
宅
に
訪
問
す

る
と
、
「
も
っ
と
話
を
し
た
い
」
と

希
望
さ
れ
る
方
が
多
く
い
ま
し
た
。

勤
務
中
は
あ
ま
り
時
間
を
取
れ
ず
に

い
ま
し
た
が
、
退
職
後
は
高
齢
者
の

方
と
ゆ
っ
く
り
話
が
で
き
る
よ
う
な

活
動
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し

た
。 　市民

後
見
人
の
活
動
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
が
活
か
せ
る
と
思
っ
て
勉

強
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
後
見
人
に

な
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
定
期
的
な

訪
問
を
通
し
て
、
そ
の
方
ら
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　あわ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
関
す
る
支

援
や
、
市
民
後
見
人
の
養
成
等
を
推

進
す
る
た
め
、
あ
わ
ら
市
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　成年
後
見
制
度
に
関
す
る
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
、
日
頃
か
ら
法
人

後
見
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
職
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　ご自
身
や
ご
家
族
の
将
来
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
、
今
困
っ
て
い

る
け
ど
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
方
な
ど
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

あ
わ
ら
市
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

０
７
７
６ｰ

７
３ｰ

２
２
５
３

相
談
窓
口

　平日
９
時
〜 

17
時

成
年
後
見
人
等
に
な
る
人

市民後見人の八木さん

　
認
知
症
の
父
親
が
入
院
し
た
。

医
療
費
を
支
払
う
た
め
、
父
親

名
義
の
通
帳
か
ら
預
金
を
引
き

出
そ
う
と
し
た
が
、
銀
行
の
窓

口
で
「
本
人
の
意
思
確
認
が
で

き
な
い
と
預
金
を
引
き
出
せ
な

い
」
と
言
わ
れ
た
。

　成年
後
見
制
度
を
利
用

す
れ
ば
、
後
見
人
が
本
人

に
代
わ
っ
て
通
帳
か
ら
預

金
を
引
き
出
し
て
、
医
療

費
を
支
払
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

例
え
ば
、

こ
ん
な
時
に
利
用
で
き
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

市
民
後
見
人
と
し
て
の
思
い
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　前号のひだまり127号に掲載した共同募金芳名簿
に間違いがありました。正しくは下記のとおりです。
訂正してお詫び申し上げます。　　　　（敬称略）

P９
　誤 ■宮王区　　ケアハイツ芦原
　正 ■井江葭区　ケアハイツ芦原　横垣クリニック
P11
　誤 ■山室区　　田端　誠蔵
　正 ■高塚区　　田端　誠蔵

訂正のお知らせとお詫び

　令和７年６月末時点までに集まった義援金12,298
円は、県共同募金会を通じて被災地に送られました。

大船渡市大規模火災災害義援金
ご協力ありがとうございました

買いすぎたカップ麺、食べないけど捨てるにはもったいないお中元、古米…

　家庭で余っている食品を持ち寄り、生活に困って
いる世帯や子ども食堂などに寄付する活動です。
　あわら市社協では、これまで多くの方から食品の
寄付をいただき、困っている方への支援を行ってき
ました。食品を届けた方からは「助かっています」
「ありがとうございます」という声をいただいてい
ます。
　フードドライブは「もったいない」を「ありがと
う」に変える、誰でも気軽にできる支え合いの取り
組みです。ぜひこの機会にご協力ください。

福祉サービスに関する苦情相談窓口の
お知らせ

　あわら市社会福祉協議会では、地域の皆さまや利用者
の皆さまからのご意見・苦情等の解決に取り組んでいま
す。皆さまから寄せられた声を受け止めながら、今後も適
正なサービスを提供できるよう努めてまいりますので、お
気軽にご相談ください。また、事業所に直接話しにくい場
合などは福井県運営適正化委員会にご相談ください。

・法人本部（総務企画課） ☎ 0776-73-2253
・金津雲雀ヶ丘寮（総務係） ☎ 0776-73-0144
・福井県運営適正化委員会
（福井県社会福祉協議会内） ☎ 0776-24-2347

ご要望が多い食べ物

・コメ　　　・レトルト食品
・カップ麺　・インスタント食品
・缶詰

※いずれも賞味期限が１か月以上
　残っている食品。開封しているも
　のや生鮮食品はご遠慮ください。

食料のご寄付に
ご協力ください！

食料の寄付（フードドライブ）とは？

日時

場所

2025年

9月6日（土）９：30～12：00

※第22回あわら市社会福祉大会フードドライブコーナーにて
※社協事務所では、平日毎日受け付けています。
　皆さまのご寄付を心よりお待ちしております。

あわら市 中央公民館

苦情受付窓口

あ
わ
ら
市

第22回

社
会
福
祉
大
会

９
月

６
日
（
土
）

あ
わ
ら
市
中
央
公
民
館

あ
わ
ら
市
市
姫
１
ー
９
ー
18

９
時
30
分
〜
12
時

プ
ロ
グ
ラ
ム

そ
の
他

９
時
30
分

　式
典
・
表
彰

10
時
20
分

　記
念
講
演

講 師　池上　正樹 氏
一般社団法人SHIP
ひきこもりと共生社会を考えるネットワーク代表理事

「あわらの人に知ってほしい
　ひきこもりの人のサポートとは」

　約30年にわたり、ひきこもり関係を取材、数千人の本人たちと関わる。Yahoo!ニュース「ベストエキスパート

2025」グランプリ受賞。ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会」を発足当初からサポート。ＫＨＪ広報アドバイ

ザー。当事者の兄としてＫＨＪ兄弟姉妹オンライン支部長。各地の家族会支援や地域協議会の役職を歴任

し、厚労省事業にも携わる。テレビやラジオにも多数出演。ＮＨＫドラマの監修や著書も多数。

【主催】 （福）あわら市社会福祉協議会

【後援予定】 あわら市、あわら市教育委員会、（福）福井県社会福祉協議会、（株）福井新聞社
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福祉推進員向けの研修会や、地区リーダー会議を開催し、
地域の見守り役の一人である福祉推進員をサポートします。

令 和７年 度

社 協 会 費 の 納 入 を お 願 い し ま す

社 協 会 費 は
こ の よ う な こ と に 使 わ れ て い ま す
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火
︶〜

　
　
８
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29
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︶

福 祉 推 進 員

あわら市社協の事業や住民主体による地域福祉活動の重
要性をご理解いただく機会として開催しています。令和
６年度は計２回延べ169人が参加されました。

福 祉 懇 談 会

社協会費はあわら市の
ふくしのまちづくりのために活用されます。

ご協力をお願いいたします。

皆 さ ま の ご 協 力 を お 願 い い た し ま す

判断能力に不安がある方を法的に守る成年後見制度の相
談機関・法人後見の受任機関として成年後見センターを
開設しています。現在、あわら市社協では７件の法人後
見を受任しています。

成 年 後 見 セ ン タ ー

法律に関する相談ごとについて、弁護士に無料で相談で
きる無料法律相談を月に１回開催しています。令和６年
度は計12回延べ53件のご相談がありました。

無 料 法 律 相 談

市内の福祉活動の取り組みや社協からのお知らせなどを
掲載した広報紙を年４回発行しています。市内約9,500世
帯に配付しています。

学校の福祉教育授業の支援を行っています。令和６年度
は、市内の小中学校９校に延べ51回の授業支援を行いま
した。

福 祉 教 育 授 業 社 協 広 報 誌 の 発 行

※イメージ図

〈募集職種〉 正規職員（一般職）

〈募集人数〉 若干名

〈勤務場所〉 法人本部事業所（いきいきテラスいちひめ）

〈応募資格〉・令和８年３月までに４年制大学を卒業（見込み可）

　　　　　　・普通自動車運転免許をお持ちの方（AT限定免許可）
　　　　　　（あれば望ましい資格：社会福祉士登録資格、社会福祉
　　　　　　　主事任用資格など相談援助にかかわるもの、いずれも
　　　　　　　取得見込みを含む）

令和８年４月採用
一般職募集（大学新卒等・若干名）のお知らせ

詳しくはホームページを
ご覧ください

採用試験の日程等を記載した
募集要項は７月中に、ホーム
ページに掲載して公表します。
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地域のつながりをつくるために

令和６年度

事
業
報
告

決
算

　あわら市社会福祉協議会は、いきいきテラスいちひめ内に事務局を置く法人本部（主に地域福
祉事業）と、あわら市から指定管理者として指定を受けて運営する金津雲雀ヶ丘寮（主に介護保
険事業）の２つの事業所で事業を行っています。本誌では、皆さまにそれぞれの事業内容をより
知っていただくため、部門ごとに事業報告と決算を掲載いたします。

　新型コロナウイルス感染症の影響により生じた地域のつながりの希薄化や、
物価高騰による生活困窮世帯の増加などの課題に対応するため、地域ごとの
福祉活動支援や生活の立て直しに向けた相談支援などに取り組みました。

法人本部事業所

ふ・く・し  を支える３つの事業

1

　住民同士のつながりが弱まる
傾向にあるなかで、複雑化・多
様化する福祉課題に対処するた
め、地区別福祉懇談会や福祉推
進員交流会等を通じて地域のつ
ながりづくりの必要性について
啓発を行いました。また、福祉委
員会やサロン活動への助成・活
動支援を行い、未実施区には説
明会を開催するなど、住民への
働きかけを行いました。

地域福祉活動への支援

収 入 支 出

多様な相談に対応するために
2

　賃金の上昇を上回る物価高騰
により、国民生活は厳しさを増
しています。
　長らく困窮状態にある人や新
たに相談に訪れた人に対し、各
種相談事業や給付事業の活用に
加え、関係機関等との連携を強
化し支援を行いました。
　このほか市民後見の推進に取
り組み、２人の市民が後見人に
選任され活動を始めました。

相談支援体制の強化
事業活動強化のために

3

　いきいきテラスいちひめは利
用日の拡大、カフェや講座など
新しい企画の提供に加え、引き
こもりの人への支援に活用する
ことにより、利用者の増加に努
めました。
　このほか能登半島地震災害の
被災地支援のため職員３人を延
べ18日間にわたり派遣し、現地
災害たすけあいセンターの業務
支援にあたりました。

施設利活用と災害対応

① 会費収入 5,593
② 補助金収入 29,557
③ 受託金収入 67,034
④ 共同募金配分金収入 5,191

⑤ その他の収入 107,672
⑥ 拠点区分間繰入金収入 15,776
⑦ 前期繰越活動収支差額 26,255
合　計 257,078

（単位：千円）
① 人件費支出 108,708
② 事業費支出 6,401
③ 事務費支出  14,049

④ 助成金支出 4,412
⑤ その他の支出 6,745
⑥ 次期繰越活動増減差額 116,763
合　計 257,078

（単位：千円）
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⑦
10.2%⑥

6.1%

②

2.2%

2.0%

1.7%2.6%

① 介護保険収入 484,321
② 措置費収入 106,207

③ 受託金収入、基金取崩収入など 20,598
④ 前期繰越活動増減差額 108,903
合　計 702,029

（単位：千円）
① 人件費支出 421,044
② 事業費支出 108,167
③ 事務費支出 107,144

④ その他の支出 3,683
⑤ 拠点区分館繰入金支出 15,776
⑥ 次期繰越活動増減差額 64,215
合　計 720,029

（単位：千円）

　事業再編による経営の効率化や施設管理費の削減、新規利用者受入れの迅
速化や利用者の健康の維持、採用活動の強化や外国人技能実習生の受け入れ
など経営改善に取り組みました。赤字をすべて解消するまでには至りませんで
したが、それぞれ一定の成果を上げました。

金津雲雀ヶ丘寮部門

収 入 支 出

収支の改善に向けて

かいご  を支える３つの事業

1

　経営資源を集約するため、や
むを得ず一部の事業を休止しま
したが、利用者の増加により前
年度に比べ2.0％の増収となりま
した。また、支出についても固定
費の削減に取り組み、前年度に
比べ5.9％削減できました。
　これらにより約4,500万円の
収支改善効果があり、赤字を約
4,400万円まで削減しました。

事業再編による効率化
利用者確保の取り組み

2

　各事業所毎に地域ニーズに即
した目標設定を行い、新規利用
者獲得や健康管理に努めました。
この結果、前年度に比べ入院者
数、退所者数ともに削減するこ
とができましたが、感染症患者
の発生による受け入れの一時停
止や職員不足が続いたことによ
り、もう一歩目標に及びませんで
した。

空 床 の 削 減
人材確保の取り組み

3

　就職説明会、学校訪問、ホー
ムページへの求人掲載など、従
来以上に様々な機会や手段を通
じて人材確保に努めた結果、新
卒１人を含む6人を採用できまし
た。また外国人技能実習生２人
を受入れるなど人材の確保に全
力を注ぎ、一定の成果を上げま
したが、不足人員をすべて補充
するまでには至りませんでした。

採用活動の強化

　より詳しい事業報告
と決算を知りたい方は
本会ホームページに掲
載していますので、そ
ちらをご覧ください。
下の二次元コードから
読み取れます。

⑥2.2%

④
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④0.5%

③

⑦
8.9%

①
58.5%

②
15.0%
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14.9%
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14.8%

2.8%

8ひだまり　vol.128



地域のつながりをつくるために

令和６年度

事
業
報
告

決
算
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寄付・寄贈ありがとうございました

心よりお礼申し上げます。

令和７年４月１日～令和７年６月30日受付分

あわら市連合婦人会　様 食料
匿名 食料
八木　工子　様 オムツ
あわら市商工会女性部　様 食料
匿名 米 30kg
久野　靖雄　様 ひな人形・五月人形
匿名 そうめん
匿名 食料

このほか、匿名の個人の方々から食料や
オムツのご寄付をいただきました。

あわら市福祉教育研修会

   

　学校や家庭以外に子どもたちが安心していら
れる第三の居場所（サードプレイス）について
地域の皆さまと共に考える会です。あわら市や
福井市で子どもたちの居場所づくりに取り組ん
でいる事例を紹介します。
　皆さま、ぜひご参加ください。

　　　あわら市社会福祉協議会 TEL 73－2253
　　　メール chiiki@awara-shakyo.or.jp

子どもたちが安心していられる
「居場所」について一緒に考えませんか？

子どもたちが安心していられる
「居場所」について一緒に考えませんか？

８月６日（水）13：00 ～ 16：30

あわら市役所　３階　正庁

日 時

場 所

申 込

/////////////////////////////////////////////////////////////////

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

25日㈪ 13：00〜16：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

17日㈬ 13：00〜16：00
会場：湯のまち公民館

25日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

08日㈪ 13：30〜15：30
22日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

20日㈪ 13：00〜16：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

27日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

８月

９月

８月

９月

８月

９月

10月 10月
10月

インスタグラム フェイスブック X（旧ツイッター）

ホームページ

誰かに悩みを聞いてほしい

心配ごと相談
ひきこもり相談

気軽に弁護士に相談できます

無料法律相談
素敵なお相手探しに

結 婚 相 談

ひとりで悩まないで、まずは相談してみよう

発  行
  社会福祉法人 あわら市社会福祉協議会 

〒919-0621　あ わ ら 市 市 姫 二 丁 目 31 番 6 号 
TEL  0776–73–2253　FAX  0776–73–4542

　今号でフードドライブのお願いをいたしました
が、特に不足しているのがお米です。昨年夏から
価格が上がり始めて早一年。昨年 7月のスーパー
でのコメ 5kg 平均価格は 2,100 円台でしたが、
今年 6/23 時点で3,900 円台。家計へ
の影響はどの世帯でも続いています
が、ご寄付頂ければ幸いです。

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------

------------------------------------------------

編集後記

＼SNSで ＃あわらのふくし 発信中。フォロー・いいね！お願いします／

あわら市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

はるちゃん

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

※要予約（☎73-2253）
※要予約（☎73-2253）
※相談時間は一人20分です
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